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我々は極微量（1ml）の血液を用いてアレル

ギー検査を行うことのできるチップの研究開

発を行っている[1][2][3]。このチップでは血液

中の白血球細胞から検査に用いられる好塩基

球細胞の分離を磁力により行う。Fig.1、Fig.2
はそれぞれ実際のチップの外観とチップのイ

メージ図である。好塩基球細胞を除く白血球細

胞に磁気ビーズを修飾したサンプル溶液を磁

場が存在する流路に流すことで、磁気ビーズを

修飾された細胞が磁力により流路中にとどま

る。磁気ビーズを修飾されていない好塩基球細

胞は磁場の影響を受けないことによりチップ

の出口穴まで到達する。以上のようにして目的

の好塩基球細胞を分離し、同一チップ内で細胞

の表面プラズモン共鳴(SPR)測定[1][2]を行う。 
本発表ではチップの細胞分離性能評価につ

いて報告する。磁力による細胞分離性能の評価

方法として、インプットとアウトプットの溶液

中細胞数比を用いた。PDMS に磁性粒子を混合

したチップと、PDMS のみのチップを作製し、

それぞれに対して外部磁場を印加する場合と

しない場合の流動実験を行った。磁性粒子は大

きさが 500µm と 150µm 以下の２種類を用い

た。流動実験結果をもとにインプット溶液に対

するアウトプット溶液の細胞数比を Fig.3 に示

した。この結果について考察し、SPR で効率の

良い測定ができる細胞分離チップについての

検討を行った。 
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Fig.1 磁性粒子入り細胞分離チップ 

(500µm + 150µm 以下） 

 

Fig.2 細胞分離チップのイメージ 

 

Fig.3 インプット溶液に対するアウトプット

溶液の細胞数比 
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